
総務産業常任委員会所管事務調査報告書

令和８年３月１６日

別海町議会議長 西 原 浩 様

総務産業常任委員長 今 西 和 雄

総務産業常任委員会における所管事務調査に係る総務産業常任委員会協議会の協

議結果について、次のとおり報告します。

記

１ 開催日時

（１）第３回常任委員会

令和８年３月１６日（月）１０時００分から１１時００分まで

（２）第３回常任委員会協議会

令和８年３月１６日（月）１１時００分から１４時００分まで

２ 開催場所

委員会室２・３

３ 出席委員

今西委員長、宮越副委員長、戸田委員、佐藤委員、松 委員、小椋委員、市川委員

４ 欠席委員

髙橋委員

５ 委員外

なし

６ 調査事件及び協議結果

（１）提出議案調査について「別海町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制

定について」（総務部）

ア 調査結果

本会議において説明済みの内容について確認を行った。質疑なし。本会議での

説明のとおり確認された。

（２）提出議案調査について「証人等の実費弁償に関する条例の一部を改正する条例

の制定について」（経営管理部）

ア 調査結果

本会議において説明済みの内容について確認を行った。質疑なし。本会議での



説明のとおり確認された。

（３）提出議案調査について「別海町職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条

例の制定について」（経営管理部）

ア 調査結果

国の旅費に関する法律の改正に合わせた条例改正であり、特に赴任旅費につい

て、引っ越し費用の実態との乖離が著しいため、先行して改正を行うものである。

イ 質疑応答

【問】いまだに１キロ３０円の車賃単価のままだが、検討する余地はなかったの

か。

【答】今回は赴任旅費の乖離が著しい部分を先行して改正した。１キロ３０円の

車賃単価については、現時点で大きな乖離がないため、次の条例改正に合わせ

て運用上の整理も含め対応していく予定である。

（４）提出議案調査について「別海町中小企業融資条例の一部を改正する条例の制定

について」（産業振興部）

ア 調査結果

通常の１％利子補給に加え、特例措置として１％上乗せの２％利子補給を継続

するための期限延長改正である。

３年連続で期限延長の改正を行っている状況にある。

イ 質疑応答

【問】３年連続で延長改正を続けているが、固定化するのか、別の支援の仕組み

に移行するのか、内部で検討された経緯はあるか。

また、起業家支援事業との役割整理はどうなっているか。

【答】金融機関や商工会等で構成する金融協議会で協議を行っている。２％を通

常の利子補給として継続すべきとの意見、特例の１％を別の支援に振り分ける

べきとの意見など様々な意見が出ているが、現時点では２％継続の結論となっ

ている。

【問】特例措置の期限が切れた場合、将来必要になった際に復活させることは可

能な条例構造になっているか。

【答】あくまで特例措置としての期間設定であり、一度なくなった場合、復活す

る仕組みにはなっていない。

７ その他報告事項

（１）産業振興部「国営環境保全型かんがい排水事業肥培施設に係る調査報告につい

て」（質疑応答なし）

ア 報告の概要

・事業で整備した曝気施設の活用状況について、聞き取りと目視による確認調

査を実施した。

・調査期間は８月から、５日間で７５戸を調査した。



・散布時期は春が６０件程度、秋にかけて再び散布する傾向がみられた。

・曝気時間は平均２．３時間で、推奨される３時間程度を下回っている。

・希釈倍率は３倍程度で目標どおり。スラリー温度は平均１４．３℃で、推奨

される３０℃を大幅に下回った。

・７５戸中３２戸で修理交換の実績があり、配管等の修理が多い。

・曝気時間を延ばすと施設への影響（硫化水素による老朽化促進）が大きくな

ることが判明しており、適正な運用レベルを模索中である。

・年１回程度、リーフレットを活用して適正利用の周知を継続していく方針。

イ 協議内容（委員会協議会）

・報告事項として確認。詳細については今後の調査事項として取り扱う報告で

了承された。

（２）産業振興部「産業動向の概要について」（協議会報告・協議）

ア 報告の概要

・令和７年１月～１２月の農漁業生産額（対前年比）が報告された。

・【農業】生乳生産量：対前年比９９．５％の４８万７千ｔ。乳代：５９２億８，

６００万円（ほぼ横ばい）。

・生産者戸数は２２戸減の５２３戸（離農２７戸、新規就農５戸）。

・個体販売額：対前年比７４．１％の１１８億円。頭数は対前年比６８．１％

の５万２千頭。

・農業総性産額：対前年比９４．５％の７１１億５千万円。総農家戸数は２９

戸減の５９６戸（６００戸を下回った）。

・【漁業】総水揚げ額：対前年比１６８．８％の１３８億８千万円。ホタテの好

調が大きく寄与した。

・第一次産業総生産額：対前年比１０１．８％の８５０億３，４００万円。

・イベント実績として、１月１日の初日の出鑑賞会は４００人参加（前年１６

０人から大幅増）。

・商工観光課所管施設の利用者数は対前年比１２４％増の３５万７千人。

イ 協議内容（委員会協議会）

・報告のとおり確認された。

（３）産業振興部「別海町生活応援商品券の給付状況について」（口頭報告）

ア 報告の概要

・町民１人につき２万円の生活応援商品券について、３月１日からエリアごと

に順次発送を開始した。

・支給対象は２月１日時点の住民基本台帳登録者１３，７３３人・６，８３４

世帯。

・３月１３日現在で約７８％の世帯へ配達完了。

・３月１６日から不在等により受け取りできなかった方への再配達を実施する。

・再配達でも受け取りできなかった方には不在連絡票を投函し、再々配達を行



う。

・４月１日から産業振興部内に特設窓口を設置（支所でも受取可）。４月３日・

８日・１３日・２３日は夜８時まで延長対応。

・使用可能店舗は２９０店。対象店にはポスターの掲示やのぼりを設置してい

る。

イ 協議内容（委員会協議会）

・報告のとおり確認された。

（３）建設水道部「令和７年度建設工事等の発注状況について」（質疑応答可）

ア 報告の概要

・令和８年２月末現在の発注状況が報告された。

・一般会計（土木・建築関係）：１１５件、２８億６，５２７万７００円。

・水道事業会計：２１件、１億７，４８３万４千円。

・下水道等事業会計：９件、１億３，００９万７千円。

・上下水道課一般般会計分：１件、２，２３８万５千円。

・建設水道部全体：前年度比１６件減の１４６件、請負金額は３億６，４９７

万３，９００円減の３１億９，１５８万６，７００円。

イ 協議内容（委員会協議会）

・報告のとおり確認された。


